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矢　島　保　男
1　は　じ　め　に
　これからお話しするのはr銀行大衆化」ということですけれども，むずかし
いお話じゃなく，非常に常識的なお話でございます。
　最近，銀行あるいは金磁機関全体が非常にわれわれ一般大衆に近づくという
ような姿勢をとってきている。これは諸君が銀行の窓口に行ってもそういうこ
とを非常に感じると恩いま丸銀行のパソフレットを見ましても，ミ杜会に奉
仕する○○銀行ミとか，ミ身近なO○銀行ミとか，いろいろなキャヅチフレー
ズを使いまLて，非常にわれわれに近づこうと，こういうふうにしているわげ
です。
　なぜわれわれに近づこうとしているのか。それは一言でいってしまいますと，
緒局のところは銀行の経営の規模を拡大するためには，私たちの預金がほしい。
そういうこ。とに尽きると思います。
・預金はご承知のとおりわれわれ個人の預金もあれば，法人企業の預金もある
わげです。金額べ一スからいいますと，法人預金は相当多いわけです。たとえ
ばこれはちよっと古いですが，昭和47年の9月末をとりますと，14の都市銀行
の預金総額のうち67．3劣が法人預金です。だから，残りの31．3％が個人預金で，
無記名預金というのが1，4％ぐらいございます。それから地方銀行をとりまし
ても，法人預金が50．5劣，個人預金が48．1％，無記名預金が1．4％です。
　それでは，なぜ個人の預金がほしいのか。いまみたように法人預金は金額的
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に大きな比重を占めていますが，ご承知のとおり，法人預金というのは，その
多くが債務者預金であって，銀行がお金を法人に貸し付けたことによってでき
た預金が多いわげです。銀行がお金を貸し付けるということは，繕局のところ
それだげ預金ができるわけですげれども，それは預金といっても債務者の当座
預金であり，いつでも引き出される可能性を持っております。
　しかし，個人預金の場合はどうか。われわれの家計を見てもわかりますよう
に，定期預金の占める割合カ三木きいし，、いつでも引き出される可能性がある普
通預金でも，実際には相当歩どまりがあるわけです。しかも金額べ一スでは半
分以上が法人預金といえますけれども，件数ないし口数でいいますと，たとえ
ば同じ47年9月末をとりました場合，個人預金が全体の預金のなかで占める割
合は，都市銀行をとると91．2％で，地方銀行をとると91．4％です。すなわちほ
とんどが個人の預金であります。しかもこのような個人の預金が非常に歩どま
りがよい。
　そこで，このように歩どまりがよく，口数で大きな比重を占める預金を獲得
することが，結局は銀行が信用創造で貸出をやってもうげるという基礎になる
わげです。ですから，どうLても銀行がわれわれに近づかなくては営業の基盤
が拡大できないわけです。そういう意味でわれわれの預金がほしいから銀行を
大衆化するということが銀行自身にとって問題となるわけです。
　昔から，銀行というところはわれわれがお金を預けるところだと，こういう
考え方があります。家に置いておいたのでは泥棒に取られてしまう。ですから，
昔は銀行の預金金利などは上げたって下げたってそんなに犬衆の預金には影響
はないんじゃないか。余り上げなくても，みんなお金を預けてくれるだろう。
だから，あまり預金金利について銀行ば考えなくてもいいんじゃないか，こう
いうことがいわれた時代もあったわけです。だけれども，現在ではそういう考
え方は通用しなくなりまLた。
　なぜかといえば，それは結局われわれ個人の所得がだんだん平均して増加し
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てきた。そうなってまいりますと，金融資産選好ということをわれわれがする
ようになってくるわげです。
　つまり，銀行に預金をしようか，たいしは証券で持とうか，すなわち国債と
か杜債とか投資信託とか，そういうもので金融資産を持とうか，どっちにしよ
うか，そういう資産選択というものをだんだんわれわれが非常にするようにな
ってきたわけです。ですから王預金金利などというのはそんなに上げなくたっ
ていいということは，いまでは預金を集める銀行にとって言えないわけです。
・いま定期預金2年ものをやりますと，銀行での利息は年率7．50％です。しか
し貸付信託をやれば2年ものでも予想配当率は年率7．70％とずっと高いわげで
す。ですから，相当に資産を持つようになれば，どっちの利率がいいかをわれ
われは意識してくるから，銀行とLてもそううかつに預金金利はどうでもいい
なんていう考え方は通用しなくなってきたのです。
2　消費者へのローン
　さて，銀行の大衆化という言葉が出てきたのはまさにこのようた情勢が起こ
ったからです。そしてそれはいつごろかというと，昭和の35～6年です。昭和
詣～6年というのぼ，ご承知のとおり，高度成長のクライマックスのときでし
た。30年から高度成長が始まり，36年が一番岬こさしかかったときです。それ
で個人の預金，ことに貯蓄性預金の伸び方が35～6年のところでちょっと弱ま
ってきたのです。なぜかといえぼ，わが国の高度成長というのは重化学工業化
への道を歩んだわけですから，所得はふえましても消費財生産のほうはそれほ
ど創こはふえ杜い。ですから，どうしても証券を買う。そこで昭和35～6年あ
たりのところで投資信託ブームとか株式ブームが急激に起こったわげです。
、ですから，この頃ミ銀行さようなら，証券会杜こんにちはミというよう孜キ
ャヅチフレーズで，証券会杜が非常に投資信託や株式投資をあおるということ
もあったわけです。それですから，35～6年ごろに，非常に個人預金の伸び率
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が減ったのです。これは前に述べたように，銀行としては犬変なことで，何と
か個人の預金，ことに定期預金などの伸び率が減ったから，これを食いとめ汰
くちゃならない。それにはどうしたらいいかということで，その一つとして一
般大衆にもお金を貸しましょうというようたことが出てきたのです。
　たお，そのころ，たとえばお買いもの預金だとかネット・サービス預金とか
旅行預金とか，いろいろ銘打って，われわれ一般犬衆に近づくような新種預金
をつくり，銀行はわれわれに一生懸命接近をしてきたが，お金を貸すというよ
うなことを制度的に始めたのは画期的であったといえます。こういうことは，
長い日本の銀行の歴史の中でもなかったわけです。
　かくして，35～6年，ことに35年の秋から36年の春にかげて，都市銀行，地
方銀行，信’用金庫，相互銀行等，いずれも個人にお金を貸すことを始めて，こ
れを消費者金融とか消費者ローソとかいうようになったのです。
　もっとも実際には，36年の夏に景気が少し過熱しまして，金融引き締め政策
をとりましたため，結果的には，大衆化の花形であった消費者金融は一とんざ
を来たし，約1年間，開店休業状態になりました。そして37年の夏に金融基調
が緩んできたので，再び銀行は一般夫衆化をはかって，消費者金融が非常に伸
び出したわげです。そのときに，現在行なわれているような耐久消費財の多く
を買う人にお金を貸す提携式のローソというのが，芽生えてきたのです。たと
えば私がピアノを買いたいので，銀行に行ってお金を借りるとしよう。その場
合に私の支払いをピアノを売るところのメーカーないしはディーラーが銀行に
保証する。つまり，銀行は私にお金を貸しても，もし私が支払いを滞らせた場
合に，ディーラーやメーカーが銀行に支払いをすることになっているから，大
丈夫だという形のローソです。このローソは自動車や電気器具などについても
行なわれています。そして提携ローソは，銀行が個人にお金を貸すといっても，
これまで個人に対する信用調査という点ではあまりすばらしいメカニズムを持
っていなかったから起こったのです。すなわちほんとうにこの人に貸して大丈
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夫かどうかというようなことがわからないので，提携している業者に信用調査
をやらせたわげです。
　さらに40年代になると，いまいった耐久消費財のローソと同時に住宅ローン
を銀行は大いにやり出しました。ことに45年以後，とりわけ47年にご承知のと
おり国際収支の大幅な黒字のために，企業は手持ち流動性が非常に過剰になり
まして，銀行からお金を借り改くなってきた。そこで銀行には非常にお金が余
ってきたので，貸出先として一般大衆というものをもう1回真剣に顧みなくち
ゃいげないのだということに銀行は意識を一段と強くしました。その頃，どこ
の銀行へ行きましてもローソで住宅をお建てくださいというよう危パンフレッ
トがカウソターにみられるようになりましたo
　要するに，これまで述べたように，昭和47年一ぱいあたりまでは，曲折はあ
りましたが，大体において一般大衆のためにというようなキャヅチフレーズを
出しながら，電化ローソや自動車ローソや住宅ローソというようなものがずい
ぶん伸びてきたわげです。
Iだけれども，ご承知のとおり48年になって，金融引き締めの時代に入ってき
ますと，たちまち消費老金離の窓口を狭め，われわれにお金を貸すようたこと
に対して，・銀行は非常に制隈や抑制をしはじめました。それまで一般大衆は次
第に銀行に近づくようになっていたし，銀行もそれを歓迎していたのに，にわ
かに。態度が変えられて，われわれから見ると，いかにも裏切られた，こういう
感じを持つことになりました。
　ことに住宅ローソについてば非常に窓口が締められています。大衆のためを
考慮して銀行は住宅ローソの金利を金融引き締めになりましても上げ恋いこと
を強調し，確かに形の上では住宅ローソの金利はあまり上がっていません。し
かL金利を上げなくても，お金を貸してくれないのでは，どうにもたらないと一
いうのが一般大衆の気持ではたいでしょうか。
　銀行によっては，カウソターこあった住宅ローソのパソフレットをしまい込
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んでしまったり，借りられると思っていた顧客に断って歩くことに大わらわで
あったようです。もちろん銀行へ行ってそういうことをいいますと，そんなこ
とはない，住宅ローンは貸していますよ，とよくいうのですけれども・これは
行政指導がございますので，思ったように貸せないのが現実です。したがって
一件当りの貸出金額をできるだけ小さくして，それでできる限り多くのお客さ
んの需要に応じようとLている銀行もございます。
　大体，行政指導においては，返ってきた分だけ以上には貸しちゃいけないと
いう指導が行なわれているようであります。一方において建築資材や土地の値
段がご承知のとおり非常に高騰していますので，借手からみれば一件当りの借
入金額は大きくなることが望まれます。そこで銀行から貸してもらっても，頭
金にも追いつげないほどしか貸してくれないということでは，住宅ローソとい
うものはわれわれ一般大衆から見ると当にならない存在に現在はなってきてし
まっているというようなことがいえるわげでございます。
　住宅ローソだけではありません。現在日本の銀行，ことに都市銀行の多くは
系列的ないしは傍系のクレジヅト・カード会杜を持っておりますが，このクレ
ジヅト・カード会杜の会員に対しまして，カード会杜の支払い保証というよう
た形で20⑪万円までお金を貸すということをやっていましたげれども，これもい
つの問にか100万門までになってしまいました。しかもなかなか貸さないよう
で，この点でも銀行が再びわれわれにそっぽを向いているという感じがします。
　だから，銀行が非常にわれわれに接近しているとか，大衆化だなどといって
も，いままでは全く自已本位というか，銀行自身のための大衆化であって，ほ
んとうにわれわれのためを恩ってくれた大衆化ではない。もちろん銀行も営利
企業ですから，犬衆だけのことをすべて考えて割り切るわけにはいかないと恩
います。しかしいままで非常な努力をしてきたのに，にわかに態度を変更した
という意昧においては，いままでやってきたことが大衆化，大衆化といっても
結果的にばうまくいかない犬衆化であったと見ていいのではないかと患うので
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す。
　だけれども，これからもしもほんとうに銀行がわれわれに、近づかなくてはな
らないことを考えるならぼ，いままでやってきた大衆化を反省して，いろいろ
な点で直していくということに努力しなければならないし，われわれも銀行に
いろいろと要求することが必要ではないかと，こういうふうに考えているわげ
です。
　そこで，一体どういうことをわれわれは考えたらいいか。また銀行に要求し
たらいいか。また銀行もほんとうの意味の一般大衆のための金融をどのように
やったらいいか。こういう点をこれから取上げることにしたいと思います。
3　個人貸付のルートの確立
　まず私個人が考えているのは，銀行の貸出のルートです。いままで長い間銀
行は，われわれから預金を集めまして，これを産業に貸す。そういう一方的な
貸出ルートでした。しかし今度ぼ産業だけではなく，私たちにも貸してくれ私
こ、ういうルートもつくったわけです。だけれども，昔からやってた一方的ルー
トがどうしても忘れられない。ですから，ちょっと金融引き締めにあって，金
融基調が変わりますと，すぐ私たちのほうのルートを切ってしまうのです。産
業優先，そういうことになっているわけですが，やっぱりその態度をまずわれ
われとしては改めさせなくてはいけないし，銀行も改めるべきであると考えま
す。
　それで，消費者団体あたりでよく出される考え方で，もっともだと思えるの
ですが，銀行にとっては，前にも述べたように，われわれの預金が中心の預金
で，これが基に危って貸出が行なわれ，銀行が暮らしていかれるのだから，わ
れわれにもっとお金を貸すのが当然だという考えがあります。消費者金融をや
っているといっても，現段階において銀行は一体貸出総額のうちでどのくらい
やっているのかというと，約4劣ぐらいしかやってないのです。ほんのわずか
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しかやってない。消費者サイドから見るともう少しやってもいいんじゃないか
と思うわげです。
　アメリカの銀行は，長い間の歴史がありますけれども，日本流の住宅ローン
まで入れますと，多くの銀行が総貸出のうちの22～23％ぐらいは消費者にお金
を貸している。つまり還元しているわけです。そういうことを考えると，いま
の日本の銀行が4％ぐらいしかやっていないということは余りにも少ない。
　だから，こういうことにわれわれは目覚めまして，何しろ銀行にもっと金を
貸してくれるようにわれわれ自身が要求するということが正しいわけです。そ
れに最近においてはよくいわれますが，銀行はいろいろな産業にお金を貸すの
だけれども，ときには公害を出す産業にもお金を貸してしまう。あるいば住宅
産業にお金を貸して，かえって土地の値段を上げたり，建築資材の値段を上げ
ている。非常にわれわれのためにならたいという批判も出ております。そうい
う批判にも相当われわれは耳を傾けてみることが必要だと思うのです。
　第rわれわれに対する金融を景気調整策の一環とLて使うということはお
かしいわげです。産業というものは，これは景気によって非常に繁栄したり，
あるいぱ没落をする。これはその性格からみて，ある程度やむを得ない。しか
し同じ経済主体でも，われわれの営みは景気調整策に使われるべき性質のもの
ではない。われわれにはわれわれのライフ・サイクルというか，生活の歩みが
あって，その変遷によって進んでいくもので，景気調整策の一環として消費者
金融を増滅させて，われわれを結果的に困らせるようなことをさせるのは問違
いである。だから産業と個人とにお金を貸す場合に，産業には景気によって融
資の増減をはかっても，消費者サイドのほうはどちらかといえば景気調整策に
使わないように，ライフ・サイクルの動きによって，金融をアレソジしてもら
いたい。このような根本的な考え方を持つべきではたいかと思うのです。そし
てそういうことを銀行に非常に要求しなくてはいけたいし，銀行もそういうこ
とを考えなくてはいけないわげです。
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　われわれは住宅についてみましても，ずっと一生の問いろいろなお金が必要
なのです。たとえぼ私たちが繕婚をするときにはまだ家を建てる必要はないと
思います。アパートの一室だっていいと思うのです。そこでそれを借りられる
お金があればいい。しかし子供が生まれるとしたら，もう1部屋僚しい。ある
いは小さな家でも独立した家星がほしい。今度はそういうお金が必要になって
くる。さらに子供が中学校へ行く，高等学校へ行く，大学へ行くというような
ことになると，独立した勉強部屋が必要だし，独立したスペースが必要だから，
今度はもっと大きな住宅や増改築が望まれる。そうするとそれだげのお金がい
る。今度は，子供が独立して出て行って，お父さん，お母さんと別れて行げば，
両親は自分の家を子供に渡してアバートに住むとカ㍉小さなコソパクトな家に
住んだほうが便利だ。そういうときにはまたお金が必要になる。だから，長い
ライフ・サイクルに合わせて銀行がわれわれに住宅に必要た資金をアレソジし
ていく。そういうのが本筋なので，景気政策の一環として金融が引き締められ
たから私たちのほうも締めるというのはよくないことです。考え方としてまず
そういう考え方を持たなくてはいけないのです。
4　これからの住宅ローン
　いまライフ・サイクルに合わせた融資として住宅ローンを例にとりましたが，
住宅ローンはわれわれにとりまして一番大切なローソです。なぜかというと，
住宅はやはり生活の基本を抵しているからです。そこでいま少し住宅ローソに
ついて検討しましょう。
　住宅ローンはだんだんふえてきていますげれども，大体，目本の銀行等が15
年とか20年とか，ときに25年の長期のローソをやるということ自体，はっきり
いって無理があるわけです。
　たぜかといえばご承知のとおり，一番長い預金だって現在はまだ2年ものな
のです。1年半とか2年の定期預金が一番長いほうです。そういう預金を基礎
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にして，10年，15年，20年，25年というような長期の住宅ローンがどうしてで
きるだろうか。原理からいったらできるわけがないのです。それをやってきて
るということは，前にいいましたように，いままでは絶対額が非常にわずかで，
貸出総額に占める割合がきわめて低かったからです。これをもっと大幅に増加
させようとしても，いまのままではできるわけはたいです。そのこと自体は，
銀行自身もはっきりいって知ってるわけです。都市銀行の多くが長銀や信託銀
行や生保等と共同出資して住宅金融専門の会杜をつくっているのは，その一つ
のあらわれとみられます。
　だげれども，銀行間には激しい競争がありますので，銀行の住宅ローソはこ
んごとも大衆化の有力な手段として利用されるでしよう。しかし無理を承知し
ながらやっていけば，金融引締期にいつでもわれわれ消費老サイドに不満を与
えてしまうわけですから，私は無理をしないようなメカニズムを銀行自身がつ
くらなくてはいげないと考えます。
　最近，アメリカ的な低当証券制度を導入せよという主張が出ていますが，こ
れは住宅ローンの資金源を豊かにする仕組みで，注目すべきです。この仕組み
は住宅ローンに関係する証券（借手の振出した支払手形や火災傑険証書や権原
保険証書などをバックに作成された証券）を，貸手である銀行から買取るメカ
ニズムで，アメリカでは買取り機関として政府系の金融機関があります。もし
もわが国でもこのような低当証券制度が確立されればうまくいくだろうといわ
れております。そして，現在，低当証券法を改正して，もっと利用しやすいよ
うにしたらよいという考え方も現われています。しかし結局その低当証券はだ
れが員うのか，買う資金をだれが持ってるのか，そういうことになりますと，
そう簡単に低当証券市場は発達できないと思います。
　つまり，政府系の専門的な金融機関ができてやるのなら別ですけれども，そ
う簡単には住宅ローンのリファイナソスの道はできないと思います。そこで銀
行が長期の筐宅ローンを伸ぼしていくこと自体が相当無理なのではないか。だ
鰯
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から，そういうことはもっと長期の金融機関にまかせたほうがいいんじゃない
か。現実的にはそういうことも銀行は考えなくてはいけないのではないかと私
個人は思っております。
　次にわれわれは住宅ローソでお金を借りると，金利が非常に高いという感じ
を持つことが問題です。たとえばいま住宅を建てるためにかりに1，O00万円必
要であるとする。土地まで入れると1，000万円ではむずかしいけれども，計算が
しやすいために1，000万円必要だとします。それで頭金に当る200万円ぐらい
は何とか貯蓄したとし，あと800万円を銀行から年利9％で借りた，したがっ
て月利0．75劣で借りたとします。いまはもうちょっと高いところが多いんです
が，年利9％で，元利合計を15年間で返済するとしますと，利息は約660万円
になります。ですから800万借りて利息660万，15年間という長期に借り、ます
から，どうしても利息が多いわけです。それで毎月均等額で15年聞返済すると
仮定すれば，月に約8万1，000円ずつ返していくことになります。一般犬衆か
ら見まして800万門借りて660万の利息がつく，これだけでも多いなという気
がします。そこへもってきて月々8万1，000円ずつ返す。ですから年に97万
2，000円ぐらい返すわげです。たいへんなお金を返さなくてばならない。月々
8万1，O00円ずつ返せる世帯というのは，だいぶ日本の世帯の所得がふえたと
いっても，そう簡単にはないと思います。
　銀行は大体15年ぐらいの住宅ローソなら，年収の30劣ぐらいを限度にしてお
りますので，逆算すれぼその人の年収は少なくとも約325万円なくてはいけな
いわけです。現在年収325万円というのは，それほど高いものではないといわ
れるかもしれませんが，大体住宅ローソを借りたい人は若い方です。そんなに
年取った人じゃないわけです。住宅ロー：■を借りてる人の70％ちょっと上ぐら
いが30歳代です。ですから，30歳代で年収325万円以上になりますと，そう簡
単ではないでしょう。そういうことを考えますと，一般大衆のために住宅ロー
ンをやっているといっても，一般大衆が非常にうれしい，ありがたいというよ
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うな感じをなかなか持ってくれるわけはないのです。
5　間題点のいろいろ
　さらに，問題となる点をあげることにしましょうbまず，銀行はわれわ棚こ
お金を貸すといっても，生活に密着したローソはほとんどないわけです。たと
えば病気したからお金を借りたいといっても，そういうローンはほんのわずか
しかない。そういう資金はいろいろな調査をみますと，大体，勤務先からの給
料の前借りだとか，親戚や知人から借りるとカ㍉ないしは町にあるサラ金から
借りるとかということをやってるわげです。そういうことを考えますと，銀行
といケめは犬衆化，大衆化というけれどもほんとうの意味でわれわれ一般大衆
のためになるローソはそんなにやってないといえるのではないかと思います。
　それに銀行ぽ犬衆に対して，正しい借り方を指導することが足りないようで
一す。アメリカのネーダー・レポート（ファースト・ナショナル・シティ銀行に
一関するレポート）のなかに次のようなことが書いてある。アメリカの銀行は日
本の銀行以上に夫衆に対してお金を貸していますが，それが少しやり過ぎてい
て，銀行からお金を借りても返せる能力がない人にまで貸し，それがかえって
借りた人を困らせているということです。
　たとえばアメリカで年収6，000ドルの人というのは，そんなに所得の高い人
じゃない。犬学を出まして大体年蚊7，000ドルから7，500ドルぐらい敢れます
から，決して高いほうではない。こういう年収6，OOOドル以下の人にずいぶん
お金を貸しているげれども，そのうちの相当の人数が返済が滞って裁判に訴え
られているというのです。
　それからアメリカでは日本の銀行と違いまして，自分のところでクレジット
・カードを発行することを許されている州があります。ですから，ずいぶんク
レジット・カードが出ておりますが，このクレジット・カードも銀行が簡単に
持たせ遇ぎまして，それが繕局は持った人に対していい影響を与えていないと
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いうことをもネーダー・レポートは指摘しております。
　このようにアメリカでも銀行は実際のビジネスにおいて，必ずしも本当の大
衆化になっていないところが恋おあるようです。
　さて，日本の銀行につきまLても，国民生活審議会の銀行に対するサーピス
を取り上げたレポートがありますが，これを見ましても，非常に簡単なことを
銀行は案外一般大衆に知らせていないことがわかります。
一たとえば，ご承知のとおり普通預金は付利単位，つまり利息のつく単泣は
1，O00円で，1，999円持っている場合は，その1，000円にはついても，999円には
利息がつかたい。そういうことを一般夫衆は知らないのではないか。銀行は一
般大衆に対してもう少し情報を提供しなくちゃ困るということが指摘されたわ
げです。
　さらに，銀行からお金を借りる場合の契約書も間題です。その契約書を見ま
すと，借手があるユーザー・サイドから，あるいは消費老サイドから．見て，1
回でも支払いがおくれてしまうようなことがありますと，それだけで一方的に
銀行はその契約を破棄できるというような，つまり期限の利益をすぐユーザー
・。サイドが失ってしまうということが書かれておりますが，これは問題です。
銀行にいわせるとそんなことは実際にはし．ていないといいますげれども，契約
書の上では消費者サイドは納得でき在いという気持になります。
　月賦の販売を規制している割賦販売法という法律がございますが，この法律
では支払いが滞りまLても，これは20日間以上の相当の期問を設げまして，支
払いの催促をやり，それでも払わないときに初めて業者のほうぱ契約の解除を
することができるわけでございます。そういうことを考えると・銀行の契約書
ももう少し消費者サイドのほうを考えて，いろいろ改めてもらいたいというよ
うな要求も出ているわけでございます。
　また，宣伝とか広告などについても，どうもわれわれに対しで間違った印象
を与えやすいことに注意すべきです。宣伝や広告にはとかくそういう．ところが
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ありますから，銀行は注意しなくてはいけないのです。
　たとえば今年の1月14日に銀行の預金金利が引き上げられましたが，そのと
きに，多くの銀行のチラシやバソフレットを見ますると，非常に明るいニュー
スだとして，物価が上がっても預金金利も上がってきたというようなことが書
いてありました。しかしあの1月の預金金利が上がる時点においてはもはやす
ごいインフレだったわけです。ですから，一体，このようなチラシやパソフレ
ットをみて，預金する人がどれだげ銀行を信頼するでしょうか。逆に預金金利
が上がったって，この物価騰貴に何の役に立つのか，かえってそういう気持を
起こさせてしまうのではないかと思うのです。
　それからごく最近のことですが，ご承知のとおりマル優のワクが4月から非
常にふえた。それを一生懸命銀行ば宣伝しています。これまでマル優のワク，
すなわちいわゆる小額貯蓄非課税の限度額は，銀行の預金については1人150
万円でした。つまり150万円までは税金がつかない。それ以上は税金がつきま
した。それがご承知のとおり2倍になって，300万円までは非課税ということ
で税金がかからなくなったわげです。
　だから，標準的な4人の家族をとりますと，それぞれ4人の名義を使えば，
これまでは150万の4倍である600万円だったのが，300万円の4倍である1，200
万円まで非課税ということになったわけです。だから，そういう意味ではいか
にも一般犬衆の預金に対して，政府は税金の面で非常に優遷をしたといえます。
だが実際問題としてわれわれ一般大衆はどのくらいの貯金を持っているのだろ
うか。それを考えてみる必要があると恩うのです。
　経済企画庁調査局のr消費と貯蓄の動向」を見ますと，たとえぼこれは人口
5万以上の都市の憧帯ですが，この都市世帯におげる貯蓄平均保有額は，昭和
47年の2月で総額179万1，000円です。そしてそのうち預貯金は103万1，000円で
す。あとは貸付信託とか金銭信託とか，公杜債などが10万8，000円で，生命保
険の払い込み額が41万7，000円，それから株式・投資信託が20万2，000円，その
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他が3万3，000円となっている。平均貯蓄の保有額がこのように僅かに179万
1，000円，現在で約200万になったといたしましても，マル優のワクがかなりふ
えたことから何ら影響を受けないわけです。
　それよりは，今度の預金のマル優のワクがふえたと同時に，ご承知のとおり，
ほかのものについてもマノレ優のワクがふえたことが間題です。たとえば国債，
それから財形貯蓄，こういうもののワクが500万になったわけです。ですから，
非常に所得の高いお金の一ぱい蓄積のある人たち，ことに不動産価格の異常な
高騰でキャピタル・ゲイソ（caPita19ain）を非常に得た，いわゆる地主階級
等が税金の面で一番優遇されることになったのです。
　ですから，こういうことを考えてまいりますと，金融機関サイドから見れば，
預金はほしいので一生懸命われわれに宣伝や広告をしますけれども，それがほ
んとうに一般大衆のためになっているのかどうかを，われわれは検討しなけれ
ばならないのです。
　　　　　　　　　　　　6　サービスの性格
　銀行はわれわれに金融に関するサービスを提供していますが，われわれはサ
ービスそのものの性格をよく知ることも必要です。というのは，近年われわれ
一般大衆サイドから見ると，コソシューマリズムその他でもって，消費者がい
ろいろな点で自分の利益を守るための要求が強くなってきたといいますけれど
も，サービスに対してはなかたかそれができないからです。
　なぜか。それは有形財である商品の場合には，欠陥商品であるとか・これは
どこが悪いんだということがはっきりするのですけれども・サービスになりま
すとなかなかそういうことがはっきりわから放いわけです。たとえば銀行に行
きまして，窓口でいろいろやってもらったが，どうもそのサービスがよくない
と思っても，それが対人関係を通してのサービスですから，そう簡単には苦情
がいえませんし，対人関係でありますから，それがポピュラーにはならないわ
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けです。ある人がサービスが悪いといっても，他の人にとってみればそんなに
悪くないと感じられるかもしれませ仏したがってサービスについては，それ
を提供する機関のほうが，サービスを受けるほうよりは一層慎重に考えてくれ
ないといけないわけです。そのことは逆にいえばそれだけわれわれのサイドは
そういうことを銀行に要求しなくてはいけないということです。
　消費者は王様だといわれます。確かに消費者サイドはある意味では王様かも
しれません。消費者は自分たちの欲望を価格の面に反映できるからです。つま
り価格を通しましていろいろな点で企業サイド，杜会のサイドに対して要求が
できるわげです。しかLそれには消費者の欲望が十分に反映される自由な競争
経済が前提です。だが現在，価格を媒介にした自由競争などというものはほと
んどない。どちらかというと，現在の経済杜会は価格なき競争です。たとえば
アメリカにおきましても，約100の巨大企業の取り引き高は，1，000万の中小企
業の取り引き高とほとんど匹敵Lているわけです。ですからすごく大きな企業
が非常にカ強さを発揮し遇ぎている。そういう時代でございます。
　しかもそういう企業がテレビとかラジオとか，われわ汕こ非常に大きな影響
を与えるような媒体を独占し得るような力を持ちますから，どうしてもわれわ
れは価格競争によって消費老の気持をそこに反映させようということができな
いわけでございます。
　またよくいわれますように，非常に常識的なことでございますげれども，消
費者は王様だといいますが，それじゃほんとうにあなたは王様のような行動を
とっているかと一つ一つ質間を発しても，そういう行動をとっていないのが現
実です。たとえぱ一つの買いものをするときにも，ほんとうにそれが必要なも
のであったのか，また一番有利な価格で買ったのかといっても，われわればな
かなかそういう選択はやっていないという答えがかえってくるでしょう。
　それに消費者といっても，消費者である前に，われわれはそれぞれ杜会にお
いて一つの職業を持っているわけです。一般大衆とか，一般消費老といっても，
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教師もいるし，弁護士もいれば，経営老もお医老さんも農夫もいるわけで，み
んなそれぞれの職業があるわけです。そして所得をえるということを考えます
と，その職業に対して一般的消費老である以上の関心を持たざるを得ないわげ
です。すなわち一般大衆の利益ということも考えたくてはいけないけれども・
その前にまず自分の商売とか自分の職業とか自分の所得がどうなるかというこ
とが第一義的に考えられやすいわげです。
　このような点からも消費者はほんとうの意味の王様にはなれないわけです。
だから，金融サービスを提供してくれる銀行に対Lては，なかなか対等の地位
に立てないわけで，この点をわれわれはみずから認めて，一般消費者としての
結びつきを強固にする努力をすべきなのです。
7　銀行の麓争促進
　また次のような考え方もあります。銀行は他の企業と違って，相互に競争さ
せることが一般大衆の利益にはならないという考えです。たとえぱ銀行が非常
に自由競争をやって，預金金利について高い銀行もあれば，低い銀行もあると
いうようにたれぱ，われわれは高い預金金利の方にいげばよいということにな
る。だがこれはほかの企業の場合ならお互いに競争し合って，どっちかがどち
らかを倒しても，それほど杜会的に影響はないかも知れない。だけれども，銀
行の場合にはお互いに競争し合ってどっちかが倒産ということになれぱ，これ
は金融機関全体に波及してしまう。貨幣に対する信用は全く裏切られてしまう
からで，杜会の犬混乱が起こることになる。ですから，銀行というものは徹底
的な競争はでき注いというわけです。
　それからまた，金融の媒体である貨幣というものは非常に動く。お金はお足
というくらいですから。だから，どうしても，ほかの品物よりは一つの価格が
っくられやすい。だから預金金利にしても，銀行によって相当な競争が行なわ
れてもかなりほかの昂物の価格よりは統一価格になってしまうでしょう。こう
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いう点からも銀行は他の企業とちがって，自由競争をしても余り意味がないの
ではないかという考え方もあります。
　だけれども，いまいったような銀行は自由競争しない方がよいとか・しても
意味がないというような考え方をわれわれは簡単に許してはいけないのであっ
て，やはりある程度の競争ということに努力させるべきです。というのは，い
ままで自由競争が銀行の間でなさ過ぎたということをわれわれは考えてみる必
要があると思うのです。そしてそれが政府当局による過剰保護ということに非
常にかかわり合いを持っているわけです。一時，国際的な競争力をつけるため
に，銀行間で自由な競争をさせよう，させなくてはいげないのだということで，
店舗の自由化だとか，配当の自由化だとカ㍉さらには預金金利を含めての金利
の自由化というようなことが非常に唱えられたときがございました。
　しかし，実際間題として，どこまで自由化が進んだかというと，まだ私はほ
とんど進んでいないと思うのです。たとえぼ銀行の営業時問を取上げてみます
と，現在の日本の銀行は，朝9時に店をあけて午後3時にしめる。特別許可を
得た銀行がありますけれども，原則として9時～3時です。これはわれわれの
消費着サイドの都合を考えていないと思います。
　アメリカあたりでは銀行によって営業時問はまちまちです。日本と同じよう
に9時に開いて3時に終わるという大銀行はありますが，ちょっと規模の小さ
い銀行は，9時に開いて5時に締めるというのが多いわげです。夜までやって
る銀行ももちろんございます。営業時間はその地域の事情や住民の要望に応じ
まして相当自由にさせていいのではないか。この一つのことをとりましてもず
いぶんまだわれわれが要求しなげればならない問題が多々あるような気がいた
します。
8　回転式信用へ
最後にもう一つ，世界の多くの銀行はわれわれ個人に近づく媒体としてこん
640
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ごますますクレジット・カードを利用する傾向になると考えられますので，か
かるカードの世界的な発展の流れをわれわれは知っておくべきです。わが国の
銀行は傍系のクレジット・カード会杜によって，カードを配っていますが，カ
ードは日本においてはご承知のとおりまだ掛けの段階です。外国においてはそ
れが回転式の信用，すなわちリボルビソグ（reVO1Ving）になっております。つ
まり目本の場合だと25日から55日ぐらいの掛けにはなっていて，次の月の支払
日に一ぺんに返すことになっていますが，リボルビソグの場合だと，次の麦払
日に全部を返す必要はないわけです。
　たとえばアメリカ銀行の場合には，前の月に買った金額の5％ないし10ドル，
どっちか多いほうだけ返せぱいい。あとの残額はまた次の月の支払日に払えば
いいという場合が多いのです。銀行はそういうふうにして，残高に一定の利子
をとって収益をあげることにつとめています。これはアメリカだけではなく，
ヨーロッパの銀行も進めています。要するにリボルビソグ信用は銀行等が大衆
化を進めながら収益を上げる有力な手段になっているわけです。だんだん日本
でもそういう時代がくると思います。これは将来の間題です。
　それからさらに将来，金融機関と他の業者（ことに小売業者）との間のオン
・ライソのシステムができてきて，端末機にカードを入れることによって，支
払決済が預金の貝口時的な振りかえで行なわれることも，現在は実験段階ですが，
将来は大いに発展することと思われます。
　Lかし，リボルビソグ信用にしても，カードによる即時的決済にしても，そ
れは銀行サイドでどんどん進められているわけです。ですから，われわれ消費
老サイドがこのような現象の本質をよく見きわめるようにつとめ重せんと，よ
くわからないうちに，大衆化という言葉に酔わされて，みずからを試行錯誤の
道具につかわれてしまう危険もあるわげです。
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　これまで述べましたことは，日本の銀行の大衆化というのは，極端にいって
Lまえぱ，これまでは銀行のための夫衆化で，決してわれわれ一般の大衆のた
めの大衆化とはいえなかったということです。だけれども，銀行をわれわれ夫
衆のための銀行にして，本当のサービスをわれわれが得たいと思うならぱ，わ
れわれはそれを銀行サイドに要求しなければならない。ただこのまま流されて
いて，いつまでたってもわれわれが景気政策の一環として使われていてはいげ
ないのです。
　少し極端た表現になってLまったかもわかりませんけれども，皆さんがこう
いう機会に銀行はわれわれに何をしてくれているのかということを考えていた
だくためにお話ししたわけです。これでおしまいにいたします。ありがとうご
ざいまLた。（拍手）
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